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特集 平成22年度予算のあらまし

歳 出

の
向
上
と
一
体
感
の
あ
る
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
域
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

３・３
％
増
の

積
極
型
の
予
算
編
成

　

22
年
度
一
般
会
計
予
算
は

４
６
５
億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
15
億
円
、
３
・
３
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
子
ど
も

手
当
支
給
や
駅
周
辺
施
設
整
備
、

国
府
支
所
庁
舎
建
設
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
引
き
続
き
、
景

気
・
雇
用
対
策
に
取
り
組
む
な
ど

積
極
型
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
特
別
枠
が
創
設
さ

れ
た
地
方
交
付
税
の
増
額
は
あ
る

も
の
の
、
景
気
の
低
迷
に
よ
り
市

税
は
前
年
度
に
比
べ
て
５・６
％
の

減
収
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各

種
の
貯
金（
基
金
）を
取
り
崩
し
て

歳
入
を
確
保
す
る
一
方
、
新
た
な

借
入
れ
を
抑
制
し
、
市
債
残
高
の

削
減
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
山
市
の
発
展
を

引
き
継
ぐ
た
め
に

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
の

到
来
に
よ
り
、
今
後
行
政
需
要
は

ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
も
の
の
、

地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
一
段
と

財
源
の
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

「
や
さ
し
さ
と
活
力
あ
る
ま
ち
」

を
引
き
継
ぐ
た
め
、
市
で
は
今
後

も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
て
、
行
政
改
革
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

歳入・歳出　地方公共団体のその会計年度の一切
の収入を歳入、支出を歳出と呼んでいます。
自主財源　地方公共団体が自らの手で徴収、収納で
きる財源。地方税、使用料、寄附金などがあります。
依存財源　収入にあたって国や都道府県の関与を
受ける財源。地方交付税、国庫支出金、県支出
金などがあります。
地方交付税　市町村間の財政力の不均衡をなくし、
一定の住民サービスができるよう市町村の財政力
に応じて国から交付されるお金。普通交付税と特
別交付税があります。
地方債（市債）  市町村がする借金のこと。税負
担の公平性を保つために道路や建物など長期にわ
たって市民が恩恵を受けるものを整備するときに
は、大きな働きをします。
公債費　事業を行うために借りたお金（市債）の元
金・利子などを支払うための経費です。

財政用語の解説
区　　　分 22年度予算額 21年度予算額 比較％

国民健康保険事業（事業勘定） 99億4,073万円 91億3,682万円 8.8
国民健康保険事業（直診勘定） 6億6,622万円 6億5,064万円 2.4
老人保健医療事業 293万円 608万円 △51.8
下水道事業 37億360万円 38億9,266万円 △4.9
地方卸売市場事業 4,916万円 4,908万円 0.2
学校給食費 4億3,487万円 4億3,795万円 △0.7
簡易水道事業 6億9,252万円 8億726万円 △14.2
農業集落排水事業 ７億4,933万円 9億7,788万円 △23.4
介護保険事業（保険事業勘定） 78億1,946万円 75億4,621万円 3.6
介護保険事業（介護サービス事業勘定） 2,944万円 2,944万円 0.0
観光施設事業 2,620万円 6,197万円 △57.7
スキー場事業 9,551万円 9,035万円 5.7
後期高齢者医療事業 9億6,589万円 9億3,043万円 3.8

合　計 251億7,591万円 246億1,682万円 2.3

区　　　分 22年度予算額 21年度予算額 比　較
水道事業 19億5,329万円 16億8,740万円 15.8

特別会計・企業会計別の予算額

●企業会計

●特別会計

総務費総務費
65億7,281万円65億7,281万円
14.1％14.1％

総務費
65億7,281万円
14.1％

民生費
108億8,200万円108億8,200万円
23.4％23.4％

民生費
108億8,200万円
23.4％

衛生費衛生費
27億2,302万円27億2,302万円
5.9％

衛生費
27億2,302万円
5.9％農林水産業費農林水産業費

23億1,636万円23億1,636万円
5.0％5.0％

農林水産業費
23億1,636万円
5.0％

商工費商工費
48億3,493万円48億3,493万円
10.4％

土木費
60億9,472万円60億9,472万円
13.1％13.1％

土木費
60億9,472万円
13.1％

商工費
48億3,493万円
10.4％

消防費消防費
14億8,072万円14億8,072万円
3.2％3.2％

教育費
42億2,448万円42億2,448万円
9.1％9.1％
消防費
14億8,072万円
3.2％

教育費
42億2,448万円
9.1％

公債費
69億3,180万円
14.9％

予備費
5,000万円
0.1％

議会費
3億8,917万円
0.8％

合計
465億円
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1,152億4,224万円1,152億4,224万円

1,120億4,971万円1,120億4,971万円

1,059億8,821万円1,059億8,821万円

1,152億4,224万円

1,120億4,971万円

1,059億8,821万円

991億2,251万円991億2,251万円991億2,251万円

932億7,028万円

143億3,637万円

138億9,364万円

149億3,013万円
155億4,770万円

138億9,203万円

251億3,968万円 273億2,322万円 274億648万円

297億7,496万円 289億3.383万円

借　金

貯　金

市
債
残
高

基
金
残
高

市税

●市財政の推移

※万単位未満は切り捨てのため合計は合わない。

※17～ 20年度は決算ベース。21年度は3月補正後の予算ベース


